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※管種は、H P P E ( 水道配水用 ポリエチレン 管)を 使用すること 。

※継手部はE F (電 気融着)継手とする こと。

※メカ形異形管類は、粉体塗装で離 脱防止金 具付とすること。

※管埋設部には、埋設表示シート を布設する こと。

※鋳鉄製異形管埋設部には、ポリエ チレンス リーブを被覆すること 。

※できる限り曲管を使用せずに許容 曲げ半径 の範囲内で布設するこ と。

配 管 詳 細 図 1

※既設管の管種 ・口径・深度等は推 定のため 、試掘を行い確認する こと。
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図　 示

S = 1 : 2 0

　また、 舗装構成は現地掘削時に確認し、同様の構成で復旧すること。
※縦断占 用する場合の復旧幅Ｗは、1車線分もしくは自歩道全幅以上とする。

掘削断面図

※県道車道埋設深度は、舗装厚+ 0 . 3 m確保する。( H = 0 . 6 5 m )

※県道歩道埋設深度は、最小土被りのH = 0 . 6 mする 。
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国道  車道横断部 A S舗装 (両切 )  H = 0 . 6 0  φ 1 0 0

※県道横断部の舗装復旧幅について、W = 2 . 0 mを標準とする。

9 81

9 8 1 9 8 1

9 8 1 9 8 1

9 8 1

A A

掘 削 仮復旧

AS再生密粒度

入 替砕石( R C - 4 0 )

国道 車道 AS舗装 不断水連絡工 H=0.6　φ100×φ100

不 断 水 土 工 断 面 １

A-A横断図

平面図

不断水土工断面 S = 1 : 2 0

※弁体の開閉操作は埋戻し後に行うこと。

AS再生密粒度

上層路盤工(M-30)

下層路盤工(RC-40)

入替砕石( R C - 4 0 )

A-A横断図

上層路盤工(M-30)

下層路盤工(RC-40)

本復旧 ( W = 1 . 9 m復旧 )

保護砂（転圧有）

（転圧無）

保護砂（転圧有）

保護砂

（転圧無）
保護砂

土工断面4

国道 車道路側部 A S舗装 (片切 )  H = 0 . 6 0  φ 1 0 0

本復旧 ( W = 1 . 6 m復旧 )
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1 2 7 0

1 0 9 7

φ 1 0 0
配水管
HPPE

上層路盤工(M-30)

下層路盤工(RC-40)

入替砕石(RC-40)

1 2 7 0

1 0 9 7

9 8 1

9 8 1

国道  歩道  A S舗装 (両切 )  H = 0 . 6 3  φ 5 0

掘削時 仮 復旧

路盤工(M-30)

AS再生密粒度
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※本舗装は、本管舗装にて計上する。
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配管詳細 図3

4

工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

高知県　 四万十市 　間崎

四 万十市　 上下水道 課

5

路 線河川 名

縮 尺

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

ボックス標準図
S=1 : 1 0

底 版

上 下 部 壁

鉄 蓋 ( ネ ジ 式 )

底盤　H = 8 0

鉄蓋　H =1 0 0

上下部筐　H =2 0 0

調整リング　Ｈ＝50

調整リング　Ｈ＝50

角 形 2 号  H = 6 0 0 用

（NH K R - 2・ 4- 8 0S又は同等品以上）

（KF S -2 G -1 0 L又は同等品以上）

（NH K R- 2 - 2 0 0 AC又は同等品以上）

（K R - 2- 5 0K又は同等品以上）

（K R - 2- 5 0K又は同等品以上）

消 火 栓 ボ ッ ク ス

円 形 1 号  H = 6 0 0 用 ( ～ φ 1 5 0 )

仕 切 弁 ボ ッ ク ス

区画線(黄色)W= 0.15 m  L=3 .4 0m

消火栓標示線参考図
S= 1 : 1 0

黄 色

配 管 詳 細 図 3

止水栓ボックス標準図
S = 1 : 1 0

構造図

φ 1 8 4

※ 蓋 , 受 枠 は パ イ プ 上 面 か ら 1 3 0 m m を 基 準 に 設 置 す る こ と 。

国道3 2 1 号

令和7年度 上水工 第5号

八束地区間崎配水管布設工事

図　 示
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給 水 管 詳 細 図 1
※監督職員と協議 の上、施 工する こと。
※既設給水管埋設 位置及び口 径は推定 のため、 現地調査を 十分に行 うこと。

掘 削 断 面 図
S = 1 : 1 0

既 設 配 水 管 （ 推 定 ）

新 設 給 水 管

凡 例

平 面 図 S= 1 : 1 0 0 0

新 設 配 水 管

既 設 給 水 管 （ 推 定 ）

甲型止水栓
差 込 み (ワ ン タ ッ チ 式 )継手 :分・止水栓　インコア * 1個

差 込 み (ワ ン タッチ 式 )継 手 : 分 ・ 止 水栓　インコア * 1 個

φ 1 0 0 ×φ 2 0

止水栓ボックス  車道用  H = 6 0 0用

標準図
S = N O N

既設 管（塩ビ管）

既設配水管φ10 0

新設配水管φ10 0

T S - C（キャップ）

※①～⑤の土工は、配 水管にて計上する。

※差込み(ワンタッチ式)継手に は、樹脂製インコア を設置すること。

ろくろ継手（分止水栓 用）

H I - S （ソケット）

H I - L  9 0° ( エルボ )

H I - S（ソケット）

H I - L  9 0 ° (エルボ )

下図は標準的なものであり、既設管の配管 状況により適宜対応すること。P E P H I V P

国道  歩道  A S舗装 (両切 )  H = 0 . 6  φ 2 0

土工断面A

①～⑥　１箇所当り使用材料

サドル分水栓　φ100×φ20　N=1個

差込み（ワンタッチ式）継手：分・止水栓用　φ20　N=2個

樹脂製インコア　φ20　N=2個
甲型止水栓（キーハンドル）φ20　N=1個
ろくろ継手（分・止水栓用）φ20　N=1個

HI-S（ソケット）φ20　N=2個
H I - L 9 0° （エルボ）φ2 0 　 N = 2個

TS-C（キャップ）φ20　N=1個
止水栓ボックス　H=600用　N=1個

PEP　φ20　L=0.3m

給水管詳細図1

5

工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

高 知 県 　 四 万 十 市 　 間 崎

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

5

路 線河川 名

縮 尺

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

入 替 砕 石 ( R C - 4 0 )

φ 2 0

路盤工 ( M - 3 0 )

AS A S

仮 復 旧掘 削 時

保 護 砂 ( 転 圧 有 )

消 火 栓

仕 切 弁

P E Pφ 2 0 H I V Pφ 2 0 H I V P φ 2 0

HI
VP

φ
20

四
万
十
川
野
鳥
自
然
公
園

大
文
字
前

間崎

喫
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大
文
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レ
ス
ト

コ
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ュ
ニ
テ
ィ
丨
広
場

大
文
字

集
会
施
設

間
崎
多
目
的

Ｗ
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ｅ
　

Ｍ
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Ｌ
Ｌ
Ｙ

Φ100 HI-RR

Φ
1
5
0 V
P
1
9
7
6 Φ150

VP

Φ100
VP

Φ
10
0
HI
-R
R

国
道
32
1号

国
道
32
1号

共通　１箇所当り使用材料

HIVP　φ20　L=0.7m

HIVP　φ20　L=2.7m
⑦　使用材料

材料集計表

民地 A S舗装 (両切 )  H = 0 . 3  φ 2 0

土工断面 B

入 替 砕 石 ( R C - 4 0 )

φ 2 0

路盤工( M - 3 0 )

AS A S

仮 復 旧掘 削 時

保 護 砂 ( 転 圧 有 )

⑥⑦ L = 0 . 5 m

舗装構成図（本復旧）
S = 1 : 1 0

φ13

φ20

φ13

φ13

φ13

φ13
φ13

φ13

φ13

φ13

仮 復 旧 本 復 旧

路盤工 ( M - 3 0 )

A S 再生密粒度A S 再 生 密 粒度

国道 歩道

仮 復 旧 本 復 旧

路盤工 ( M - 3 0 )

A S 再生密粒度A S 再生密粒度

民地　A s

φ13

国道3 2 1 号

令和7年度 上水工 第5号

八束地区間崎配水管布設工事

図　 示

メータ撤去・再設置　φ13　N=1箇所

サド ル分水栓 ( H P P E用 )

※止水栓より宅内側は、H I V Pで施工すること。

⑥ L = 0 . 2 m
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土工断面A L=0.50m
土工断面B L=2.20m

土工断面A L=0.50m
土工断面B L=0.20m 1

0
0

1
03
0

配水管掘削部

L = 0 . 5 m ①～⑥ L = 0 . 2 m

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦L=3.0m

⑦ L = 2 . 2 m

⑦ L = 2 . 2 m


